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食品安全に関するリスクプロファイルシート 

（化学物質） 

更新日：2017 年 3 月 24 日 

項  目 内     容 

1 ハザードの名称／別名 トランス脂肪酸（trans fatty acids：TFAs） 

（複数のトランス型の脂肪酸の総称） 

 

・コーデックス委員会のトランス脂肪酸の定義 

トランス脂肪酸とは、少なくとも1つ以上のメチレン基で隔

てられたトランス型の非共役炭素－炭素二重結合を持つ

単価不飽和脂肪酸及び多価不飽和脂肪酸の全ての幾

何異性体。（2006 年総会で採択） 

（Codex, 2012） 

 

・食品安全委員会は、コーデックス委員会が定義したトラ

ンス脂肪酸について、食品健康影影響評価を行った。 

・消費者庁は、「トランス脂肪酸の情報開示に関する指針」

においてコーデックス委員会の定義を採用している。 

2 基準値、その他のリスク管理措置  

  (1)国内 ・食品衛生法に基づく含有量の規制値や食品表示法に基

づく栄養成分表示の義務付けはない。 

・現行の「日本人の食事摂取基準（2015 年版））」は目標量

を定めていない。 

 

・消費者庁は、食品事業者がトランス脂肪酸に関して情報

開示を行う際のルールとなる指針として「トランス脂肪酸

の情報開示に関する指針」を2011年2月に公表。食品事

業者に、トランス脂肪酸を含む脂質に関する情報を自主

的に開示する取組を進めるよう要請。 

（消費者庁, 2011a） 

  (2)海外 【コーデックス委員会】 

第 34回総会（2011年）において、任意又は義務的に常に

表示される栄養成分リストに関する栄養表示ガイドライン

（CAC/GL 2-1985）の改定案を最終採択。常に表示する

栄養成分のリストに飽和脂肪酸、ナトリウム及び総糖類

が追加されたほか、欄外に注釈として「トランス脂肪酸の

摂取量の水準が公衆衛生上懸念される国においては、

栄養成分表示においてトランス脂肪酸を表示することを

考慮する必要がある」との記載を追加。 

（食品表示部会（CCFL）及び栄養・特殊用途食品部会

（CCNFSDU）において、「栄養及び健康強調表示の使用

に関するガイドライン（CAC/GL 23-1997）」の中に“トラン

ス脂肪酸フリー”の表示基準を作成するかどうかを検討

中） 

（Codex, 2011） 

 

・オリーブオイル及びオリーブポマースオイル(CODEX 
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STAN 33-1981) 

トランス脂肪酸の含有量基準（対総脂肪酸量%） 

脂肪酸 
ﾊﾞｰｼﾞﾝｵﾘｰﾌﾞ

ｵｲﾙ 

ｵﾘｰﾌﾞｵｲﾙ及び

精製ｵﾘｰﾌﾞｵｲﾙ 

ｵﾘｰﾌﾎﾟﾏｰｽｵｲﾙ

及び精製ｵﾘｰﾌﾞ

ﾎﾟﾏｰｽｵｲﾙ 

C18:1 トランス脂肪

酸 
0.0-0.05 0.0-0.20 0.0-0.40 

C18:2 トランス脂肪

酸と C18:3 トランス

脂肪酸の総量 
0.0-0.05 0.0-0.30 0.0-0.35 

 

・乳児用調製乳（CODEX STAN 72-1981） 

「トランス脂肪酸含有量は、総脂肪酸量の 3%を超過して

はならない。」 

 

【食事、栄養および慢性疾患予防に関する WHO/FAO 合

同専門家会議(2003)】 

集団におけるトランス脂肪酸の平均摂取量を、一日あた

りの総エネルギー摂取量の 1%未満とすべきと勧告。 

（WHO, 2003） 

 

【WHO】 

・食事、運動及び健康に関する世界戦略(2004) 

総脂肪からのエネルギー摂取に上限を設け、脂肪酸の

摂取を飽和脂肪酸から不飽和脂肪酸に切り替えるととも

に、トランス脂肪酸を削減することを推奨。「政府は、加工

食品の食塩含有量、水素添加油脂の使用並びに飲料及

び菓子類の糖類含有量の削減を推進するための追加的

な措置を検討すべき」と報告。 

（WHO, 2004） 

 

・トランス脂肪酸に関する科学的知見の更新(2009) 

平均的な摂取量の人々だけでなく、大部分の人々がトラ

ンス脂肪酸を過剰に摂取することがないよう、「集団にお

けるトランス脂肪酸の平均摂取量を、一日あたりの総エ

ネルギー摂取量の 1%未満とすべき」という現在の勧告を

見直す必要があると報告。 

（WHO, 2009） 

 

・脂肪酸摂取に関する指針 

栄養素ガイダンス専門家アドバイザリーグループ

（NUGAG）の食事と健康サブグループが脂肪酸摂取に関

する指針の案を作成中。 

（WHO, 2016） 

 

【国連】 

第 66回総会（2011年）で、非伝染性疾患の現状や取り組

むべき事項を示した政治宣言を採択。取り組むべき事項

として、工業的に作られる食品中のトランス脂肪酸の排

除を記載。 
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（UN, 2011） 

 

（各国や都市等の取組） 

【米国】 

・含有量表示義務 

加工食品のトランス脂肪酸量の表示を義務付け。（トラン

ス脂肪酸が一人前あたり 0.5 g 以下のものは、トランス脂

肪酸フリーと表示可能。）また、トランス脂肪酸の摂取量

は一日当たりの総エネルギー摂取量の 1%未満とするよう

勧告。（2006 年 1月） 

（USFDA, 2006） 

 

・部分水素添加油脂のGRASからの除外 

2015 年 6月 16 日に、部分水素添加油脂（注）を GRAS

（generally recognized as safe: 一般的に安全と認められ

る）の対象から除外することを決定。2018 年 6 月 18 日か

らは、トランス脂肪酸を含む“部分水素添加油脂”の食品

への使用には FDA（米国食品医薬品局）の承認が新たに

必要。 

なお、天然由来のトランス脂肪酸だけを含む油脂はこの

規制の対象外。また、飼料についてはこの規制の対象

外。 
（注）GRAS の対象から除外されたのは、トランス脂肪酸を含む

“部分水素添加油脂”である。通常、トランス脂肪酸自体を、加

工食品の製造工程で食品に添加することはない。 

（USFDA, 2015） 

 

【ニューヨーク市（米国）】 

飲食サービス事業者が、１人前あたり 0.5 g 以上のトラン

ス脂肪酸を含む部分水素添加植物油脂、ショートニング

又はマーガリンを含む食品を保管、使用又は提供するこ

とを禁止。（容器包装に入った加工食品等は適用外）

（2008 年 7 月） 

（New York City, 2008） 

 

【カリフォルニア州（米国）】 

人工的なトランス脂肪酸を含むマーガリン、ショートニング

等の販売、使用を禁止。（2010 年） 

人工的なトランス脂肪酸を含むあらゆる食品の販売、使

用を禁止。（ただし、包装された加工食品は規制の対象

外。）なお、一人前あたり 0.5 g 未満であれば、トランス脂

肪酸を含まないと見なしている。（2011 年） 

（California Law） 

 

【カナダ】 

栄養成分の一部としてトランス脂肪酸含有量表示を義務

化。トランス脂肪酸が一食分あたり 0.2g 未満であり、トラ

ンス脂肪酸と飽和脂肪酸の合計量が一食分当たり 2 g 未
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満の場合には、「0 g」と表示可能。（2005 年 12 月） 

植物油脂やマーガリン中のトランス脂肪酸は総脂肪量の

2%、その他の食品中のトランス脂肪酸は総脂肪量の5%に

制限する推奨基準値を公表（反芻動物の肉及び乳製品

由来の脂肪を除く。）（2007 年 6 月） 

 

2016 年 11 月、カナダ保健省はカナダ国内で販売される

食品について、部分水素添加油脂の使用を禁止する提

案をし、パブリックコメントを開始（2017年1月受付終了）。

2017 年 6月に、さらなる協議を予定。 

（CFIA; Health Canada, 2011, 2016） 

 

【EC】 

・乳幼児用調製乳 

トランス脂肪酸の含有量は総脂質量の 3%を超過しては

ならない。 

(COMMISSION DIRECTIVE 2006/141/EC of 22 

December 2006 on infant formulae and follow-on 

formulae and amending Directive 1999/21/EC) 

 

2015 年 12 月、欧州委員会はトランス脂肪酸に関して基

準値を設定することが必要とする報告書を公表。今後、

パブリックコンサルテーションを行い、影響評価を行った

後に決定する予定。 

（EC, 2015） 

 

【デンマーク】 

国内のすべての食品について、油脂中のトランス脂肪酸

の含有率を 2%までとする制限を設定。（天然由来のもの

を除く）（2004 年 1 月 1日） 

（MFAF, 2004） 

 

【スイス】 

「食用油脂 100 g あたりトランス脂肪酸の総量は 2 g を超

過してはならない」とする規制を導入。（2008 年 3月） 

（Switzerland BAG, 2008） 

 

【中国】 

乳幼児用食品（特殊調製粉乳、乳児用調製食品、穀物補

助食品、缶詰補助食品）での水素添加油脂の使用を禁

止。（2010 年） 

包装食品における主要な栄養成分の表示を義務化。水

素添加又は部分水素添加した油脂を用いた食品を使用

している食品はトランス脂肪酸の含有量を表示する必

要。100 g 又は 100 ml 中 0.3 g 以下の場合は、含有量 0 g

又はトランス脂肪酸を含んでいないと表示することが可

能。（2013 年 1 月 1 日） 

（中国国家食品安全リスク評価センター, 2013a） 
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【韓国】 

加工食品中のトランス脂肪酸の含有量表示を義務化。ト

ランス脂肪酸含有量が 1回分（100 g, 100 ml, 1 袋又は 1

目安量）あたり 0.5 g 未満の場合には「0.5 g 未満」、0.2g

未満の場合には「0 g」と表示可能。また、トランス脂肪酸

が食品100 gあたり 0.5 g未満の場合は、「低トランス脂肪

酸」との強調表示をすることが可能。（2007 年 12 月） 

（MFDS） 

 

【台湾】 

栄養表示の一部として、市場で販売される包装済み食品

中のトランス脂肪酸含有量表示を義務化。トランス脂肪

酸含有量が、固体状あるいは半固体状の食品の場合は

100 g あたり 0.3 g 以下、液体状の食品の場合は 100 ml

あたり 0.3 g 以下であれば、0 g と表示可能。（2008 年 1

月） 

（台湾行政院衛生署, 2008） 

 

トランス脂肪酸の定義を「食用油の部分水素添加の過程

で生成する非共役型のトランス脂肪酸」から「食品中の非

共役型のトランス脂肪(酸)の総和」に変更。総脂肪酸含

有量が食品 100 g あたり 1 g 以下の場合か、トランス脂肪

酸含有量が食品 100 g あたり 0.3 g 以下の場合は、トラン

ス脂肪酸含有量を「0 g」と表示可能。（2015 年 7 月） 

2016 年 4月、水素添加油脂の使用の制限に関する規制

を公告。ヨウ素価が 4を上回る部分水素添加油脂の食品

への使用を禁止。（完全水素添加油脂の食品への使用

は可能。）2018 年 7 月 1日に施行予定。 

（台湾衛生福利部食品薬品管理署, 2013, 2016） 

 

【香港】 

栄養表示の一部として包装済み食品中のトランス脂肪酸

含有量表示を義務化。トランス脂肪酸含有量が、固体状

の食品の場合は 100 g あたり 0.3 g 以下、液体状の食品

の場合は 100 ml あたり 0.3 g 以下であれば、0 と表示可

能。（2010 年 7 月） 

（CFS, 2010） 

 

【シンガポール】 

販売目的又は食品調理の原料用途の包装容器入り食用

油脂中のトランス脂肪酸量を、製品100 g中 2 g未満に制

限する規制を施行。また、販売される包装容器入り食用

油脂について、容器ごとに、栄養表示義務項目の１つとし

て、トランス脂肪酸を設定。（脂質として、総脂質及びトラ

ンス脂肪酸を表示）（2013 年 5 月 2日） 

（AVA, 2013） 
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（参考）各脂質の摂取量に関する各国の勧告 

EFSA の報告によると、成人における各脂質の摂取量に

関する各国の勧告は下表のとおり。 

国・地域 
一日当たり総エネルギー摂取量に占める 

摂取エネルギーの割合（%） 

 
総脂肪 飽和脂肪酸 トランス脂肪酸 

EFSA 20-35 出来る
だけ少なく 出来るだけ少なく 

英国 33 <10 <2 

ドイツ 

オーストリア 

スイス 

30 <10 <1 

フランス 30-35 <8 <2 

オランダ 20-40 <10 出来るだけ少なく 

米国 20-35 <10 出来るだけ少なく 

WHO/FAO 15-30 <10 <1 

北欧各国（注） 25-35 <10 

(注)ノルウェー、フィンランド、スウェーデン、デンマーク、アイスランド 

（EFSA, 2010） 

3 ハザードが注目されるようになっ

た経緯 

疫学調査により、油脂中の不飽和脂肪酸に水素添加して

製造されたマーガリン類やショートニングに含まれているト

ランス型の脂肪酸の摂取によって以下の知見が報告され

たことで注目を集め、国際的に低減の取組が行われてい

る。 

 トランス脂肪酸の過剰摂取は、LDL コレステロールを

増加させ、HDL コレステロールを減少させる。 

 LDL コレステロールの増加と HDL コレステロールの減

少は冠動脈性心疾患の発生と正の相関関係がある。 

4 汚染実態の報告(国内) 【食品安全委員会】 

・「食品に含まれるトランス脂肪酸の評価基礎調査資料」

(2006) 

品目 点

数 

トランス脂肪酸濃度 

（g/試料 100 g） 

平均 最小 最大 

バター 13 2.0   1.7    2.2  

マーガリン類 34 7.0   0.36   13   

食用植物油 22 1.4   <0.050  2.8  

ラード、牛脂 4 1.4   0.64   2.7  

ショートニング 10 14    1.2    31   

ビスケット類 21 1.1   0.036  3.8  

ケーキペストリ

ー類 
20 1.9   0.17   7.3  

チョコレート類 15 0.15  <0.016  0.71 

スナック類 32 0.33  0.026  1.5  

米菓 8 0.25  0.003  0.62 

ポップコーン 1 13    - - 

マヨネーズ 9 1.2   0.49   1.7  

パン類 8 0.24  0.046  0.64 

菓子パン類 4 0.20  0.15   0.34 

即席中華めん 10 0.13  0.024  0.38 
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油揚げ類 7 0.13  0.068  0.22 

牛肉 80 0.51  0.005  1.5  

牛乳 26 0.091 0.024  0.19 

チーズ 27 0.83  0.48   1.5  

発酵乳、乳酸

菌飲料 
8 0.043 0.0002 0.11 

その他乳製品 30 1.1   0.005  12   
（注）報告書に記載の測定データを基に、農林水産省において食品分

類を見直し、データの再解析を行った。平均値は定量限界未満を 0 とし

て算出。 

（食品安全委員会, 2006） 
 

・「食品に含まれるトランス脂肪酸に係る食品健康影響評

価情報に関する調査」(2010) 

品目  

一般用 業務用 

点

数 

平均 

(g/試料 100 g) 

点

数 

平均 

(g/試料 100 g) 

マーガリン 6 3.13 6 0.82 

ファットスプ

レッド 
4 2.01 4 3.87 

ショートニン

グ 
1 3.38 9 0.59 

（食品安全委員会, 2010） 

 

【農林水産省】 

・マーケットバスケット方式によるトータルダイエットスタディ

（2005-2007 年） 

食品群 

トランス脂肪酸濃度（平均値） 

(g/試料 100 g) 

下限（注 1） 上限（注 2） 

穀類 0.0247 0.0253 

豆類 0.0196 0.0258 

種実類 0.0917 0.118  

魚介類 0.0644 0.0682 

肉類 0.136  0.145  

卵類 0.0276 0.0472 

乳類 0.0969 0.0991 

油脂類 1.77   1.86   

菓子類 0.654  0.670  

調味料・香辛料類 0.153  0.155  
(注 1）定量下限値未満の試料のトランス脂肪酸濃度を 0 として算出。 

(注 2)定量下限値未満の試料のトランス脂肪酸濃度を定量下限値とし

て算出。 

（農林水産省, 2008） 
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【論文報告】 

・わが国の市販食品中のトランス型脂肪酸について 

品目 点 

数 

トランス脂肪酸濃度 

（g/総脂肪酸 100 g） 

平均 最小 最大 

ミルク     

牛：ジャージー種 9 4.5 2.7 5.7 

牛：ホルスタイン 8 4.5 4.2 6.7 

牛：ガンジー種 1 3.8   

牛：種不明 50 4.5 3.1 7.5 

山羊 5 5.6 4.4 6.3 

バター（有塩） 34 4.1 3.0 5.7 

ナチュラルチーズ     

牛 88 5.7 4.0 8.9 

山羊 28 4.3 3.1 6.9 

羊 24 6.2 4.7 9.2 

水牛 3 6.4 6.0 6.9 

プロセスチーズ     

カートン 15 5.5 4.0 7.2 

スライス 8 5.8 4.1 7.2 

スモークチーズ 10 6.2 5.3 7.4 

発酵乳 12 4.8 3.5 6.4 

コンデンスミルク 3 4.5 4.2 4.8 

クリーム     

ヘビータイプ 8 4.6 3.5 5.7 

ライトタイプ 8 4.9 4.2 6.2 

アイスクリーム 9 4.4 3.7 5.3 

牛肉（国産）     

サーロイン 16 4.2 2.8 5.5 

ラン 3 3.4 1.9 5.3 

フィレ 3 2.7 2.4 3.3 

もも 4 3.1 2.5 3.4 

ロース 5 3.7 2.7 4.8 

かた 3 4.1 2.9 5.3 

ばら 5 4.9 2.6 6.8 

挽肉 6 4.5 3.3 6.4 

牛肉（輸入）     

サーロイン（米） 6 5.6 3.6 7.6 

ロース（豪） 5 4.4 3.5 5.4 

食用精製牛脂 13 5.0 3.5 8.7 

羊肉 15 10  6.0 14   

鹿肉 3 5.3 3.5 6.5 

豚肉 5 0.6 0.3 0.8 

馬肉 3 0.4 0.4 0.5 

鶏肉 6 0.7 0.6 1.1 

コンビーフ 6 4.4 2.9 5.1 
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牛肉味付け缶詰 22 5.2 3.3 7.4 

味付け羊肉缶詰 6 9.0 7.7 10   

ランチョンミート 4 1.1 0.7 1.6 

焼き豚 5 1.7 1.2 2.2 

ハム 7 1.6 0.5 2.1 

生ハム 7 1.6 0.5 2.1 

ベーコン 7 1.6 0.5 2.1 

ルー 53 5.0 1.0 21   

レトルトパウチ食品 62 6.6 1.2 24   

スープ 68 14  1.7 54   

チョコレート 19 1.1 0.5 2.3 

チョコレート（代用油

脂使用） 

54 2.8 0.7 22   

準チョコレート 7 12  1.3 39   

チョコレート菓子 34 4.5 1.6 22   

準チョコレート菓子 9 18  2.6 27   

（松崎寿ほか, 1998a, 1998b, 1998c, 1999） 

（Matsuzaki H. et al. 2001） 

 

・Trans Fatty Acid Content in Japanese Commercial 

Margarines 

品目 点 

数 

トランス脂肪酸濃度 

（g/総脂肪酸 100 g） 

平均 最小 最大 

マーガリン 

（パーチ包装） 

6 13  2.9 22   

マーガリン 

（カップ包装） 

27 9.9 1.1 17   

調製マーガリン 3 8.9 8.0 9.7 

ファットスプレッド 14 8.2 0.6 12   

風味ファットスプレッ

ド 

6 7.5 3.6 11   

（Sugawara R. et al., 2006） 

5 毒性評価  

  (1)吸収、分布、排出及び代謝 トランス脂肪酸の吸収、分布はその他の脂肪酸と同様だ

が、代謝はその他の脂肪酸と異なる可能性がある。 

  (2)急性毒性 － 

  (3)短期毒性 － 

  (4)長期毒性 ・トランス脂肪酸は、血液中の HDL コレステロールを減少

させ、LDL コレステロールを増加させることから、血液の

脂質プロファイルをアテローム性（動脈硬化などの原因と

なる）に変化させると言われている。いくつかの大規模コ

ホート研究は、トランス脂肪酸の摂取が冠動脈性心疾患

のリスクを増加させることを示唆している。 

（WHO, 2003, 2009） 

 

・発がんとの関連を指摘する報告があるものの、疫学的な
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証拠は不十分である。 

・肥満、アレルギー疾患（喘息、アレルギー性鼻炎等）との

関連を指摘する報告がある。 

・妊産婦・胎児への影響（胎児の体重減少、流産等）を示

唆する報告がある。 

（EFSA, 2010; 食品安全委員会, 2012） 

6 耐容量  

 (1)耐容摂取量  

  ①PTDI/PTWI/PTMI 国内外のリスク評価機関は、トランス脂肪酸を「汚染物質」

とみなしていないため、汚染物質に適用される耐容摂取量

を設定していない。 

 

（参考）WHOの勧告値 

・2003 年、食事、栄養および慢性疾患予防に関する

WHO/FAO合同専門家会議は、冠動脈疾患リスクを下げ

るため、トランス脂肪酸摂取量をできる限り低減するべき

との観点から、トランス脂肪酸の摂取に由来するエネル

ギー摂取量を、一日あたりの総エネルギー摂取量の 1%

未満とすべきと勧告。 

（WHO, 2003） 

 

・栄養素ガイダンス専門家アドバイザリーグループ

（NUGAG）の食事と健康サブグループが脂肪酸摂取に関

する指針の案を作成中。 

（WHO, 2016） 

  ②PTDI/PTWI/PTMI の根拠 - 

 (2)急性参照量(ARfD) - 

7 暴露評価  

  (1)推定一日摂取量 【日本】 

・食品健康影響評価による報告（食品安全委員会） 

全食品群からの推定一日摂取量は下表のとおり。 

年齢 

階層 

性別 総エネルギー摂取量に 

占める割合(%) 

中央 

値 

平均 

値 

95%ile 

値 

99%ile 

値 

1-6 

歳 

男性 0.40 0.47 1.02 1.60 

女性 0.40 0.46 0.99 1.55 

7-14 

歳 

男性 0.39 0.42 0.79 1.09 

女性 0.41 0.44 0.83 1.14 

15-19 

歳 

男性 0.31 0.36 0.79 1.13 

女性 0.33 0.38 0.82 1.18 

20-29 

歳 

男性 0.27 0.31 0.74 1.16 

女性 0.32 0.37 0.85 1.21 

30-39 

歳 

男性 0.24 0.29 0.66 1.00 

女性 0.32 0.36 0.79 1.02 

40-49 

歳 

男性 0.23 0.27 0.64 0.91 

女性 0.30 0.34 0.76 1.06 
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50-59 

歳 

男性 0.21 0.25 0.58 0.84 

女性 0.26 0.31 0.71 1.01 

60-69 

歳 

男性 0.19 0.23 0.59 0.85 

女性 0.23 0.27 0.64 0.92 

70 歳 

以上 

男性 0.19 0.24 0.60 0.91 

女性 0.21 0.26 0.62 0.92 

全体  0.27 0.31 0.73 1.06 

 

食品安全委員会による評価の概要は以下のとおり。 

① トランス脂肪酸からの摂取エネルギーが総摂取エネ

ルギーに占める割合（エネルギー比）は、男女とも、

年齢が低いほど、平均値と中央値が高い傾向があっ

た。 

② 硬化油及び食用植物油由来のトランス脂肪酸の摂

取に限定すれば、99パーセンタイル値であっても、エ

ネルギー比 1%を超える性・年齢階級はなかった。 

③ 大多数の日本人のトランス脂肪酸摂取量は、WHO 

の勧告値（エネルギー比 1%）未満なので、通常の食

生活を送っていれば、健康への影響は小さい。 

④ 脂質に偏った食事をする個人においては、エネルギ

ー比が 1%を超える可能性がある。 

（食品安全委員会, 2012） 

 

・トランス脂肪酸の推定一日摂取量に関する報告 

報告 対象集団 総エネルギー摂取量

に占める割合（％） 

Yamada M. 

et al., 2010 

男性： 

30-69 歳（n=106） 

女性： 

30-69 歳（n=119） 

【平均値】 

男性：0.7 

女性：0.8 

男性の 5.7%、女性の

24.4%が、総エネルギー

摂取量の1%を超えるトラ

ンス脂肪酸を摂取。 

農林水産省, 

2008 

－ 【平均値】 

0.43-0.46 

渡邉敬浩 

ほか, 2008 

－ 【平均値】 

0.3 

Zhou BF.  
et al., 2003 

男性： 

40-59 歳(n=574) 

女性： 

40-59 歳(n=571) 

【平均値】 

男性：0.3 

女性：0.5 

岡本隆久 

ほか, 1999 

－ 【平均値】 

0.7 
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【海外】 

・海外のトランス脂肪酸の推定一日摂取量に関する報告 

国
・地
域 

報告 対象集団 総エネルギー摂取量 

に占める割合（％） 

米
国 

Doell D. et 
al., 2012 

2 歳以上 【平均値】 

0.65（注） 

【90%ile 値】 

1.3（注） 

部分水素添加油脂を含

むと想定される食品由

来の摂取量として推定。 

Allison DB. 

et al,, 1999 

20 歳以上 

 

【平均値】 

2.6 

カ
ナ
ダ 

Health 

Canada. 

2011 

1 歳以上

（n=33,030） 

【平均値】 

1.42 

欧
州 

EC, 2014 0-84 歳 【平均値】 

1%未満 

20-30 歳の約 25%が 1%

以上のトランス脂肪酸を

摂取。 

Hulshof 

KFAM. et 
al., 1999 

男性： 

0 歳以上 

（n=46,440） 

女性： 

18-64 歳 

(n=8,053) 

【平均値】 

男性：0.5 – 2.1 

女性：0.8 - 1.9 

欧州 14 国のトランス脂

肪酸摂取量の平均値の

範囲として 

英
国 

DH, 2011 1.5 歳以上

(n=3,073) 

【平均値】 

1.5-3 歳：0.7 

4-10 歳：0.7 

11-18 歳：0.7 

19-64 歳：0.7 

65 歳以上：0.8 

中
国 

中国食品

安全リスク

評価センタ

ー, 2013b 

3 歳以上 【平均値】 

全体：0.16 

都市部：0.34 

（注）文献の報告値は、平均値が 1.3 g/日、90 パーセンタイル値が 2.6 

g/日。同文献の記述から、米国人の一日平均摂取量は約 1,800 kcal と

推定できることから、トランス脂肪酸 1 g あたりのエネルギーを 9 kcal と

して、総エネルギー摂取量に占める割合を算出した。 

 

  (2)推定方法 【日本】 

報告 推定方法 

食品安全委員会, 

2012 

食品中のトランス脂肪酸含有量に関す

るデータ（農林水産省調査（平成 17-19

年度）及び食品安全委員会調査（平成

18 年度）に基づく）と摂取量に関するデ

ータ（国民健康・栄養調査（平成 15-19
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年）に基づく）から、食品分類ごとにトラ

ンス脂肪酸の摂取量を推定し、これらを

合計。 

Yamada M. et al., 
2010 

文献報告や諸外国の調査結果に基づ

き、526 品目の食品について、トランス

脂肪酸含有量を推計。日本国内の 4 都

市で、成人（30-69 歳、225 人）を対象

に、16 日間の食事記録を収集（2002 年

11 月及び 2003 年 9 月）。食品のトラン

ス脂肪酸含有量の推計結果と食事記

録から、トランス脂肪酸の摂取量を推

定。 

農林水産省, 2008 トータルダイエットスタディ（マーケットバ

スケット方式）に基づき、各食品群のトラ

ンス脂肪酸含有量の平均値を算出。各

食品群のトランス脂肪酸含有量の平均

値と国民健康・栄養調査の各食品群の

平均摂取量から、食品群ごとのトランス

脂肪酸の摂取量を推定し、これらを合

計。 

渡邉敬浩ほか, 

2008 

トータルダイエットスタディ（マーケットバ

スケット方式）に基づき、各食品群のトラ

ンス脂肪酸含有量の平均値を算出。各

食品群のトランス脂肪酸含有量の平均

値と国民健康・栄養調査の各食品群の

平均摂取量から、食品群ごとのトランス

脂肪酸の摂取量を推定し、これらを合

計。 

Zhou BF. et al., 
2003 

日本の食品成分のデータベース（※出

典不明）と、成人（40-59 歳、1,145 人）を

対象とした食事調査（24 時間思い出し

法、4 日間）に基づき、トランス脂肪酸の

摂取量を推定。 

岡本隆久ほか, 

1999 

硬化油（1998 年生産）のトランス脂肪酸

含有量を分析。硬化油の一人あたりの

摂取量（硬化油使用量（1997 年）、食糧

需給表、国民栄養調査に基づく）を推定

し、硬化油由来のトランス脂肪酸摂取

量を推定。これと、バター由来のトラン

ス脂肪酸摂取量（文献報告値と国民栄

養調査に基づく）及び牛乳・乳製品、牛

肉、食用精製油由来のトランス脂肪酸

摂取量（文献報告値）を合計。 
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【海外】 

国
・
地
域 

報告 推定方法 

米
国 

Doell D.  

et al., 2012 

ワシントン DC の小売店で購入

（2009-2010 年）した、部分水素添加油

脂を含むと想定される食品（40 分類、約

2,000 製品）について、栄養成分表示上

のトランス脂肪酸含有量の表示値を調

査。表示上「0 g」の製品等、一部の製品

（130 製品）については、個別にトランス

脂肪酸含有量を分析。これらのトランス

脂肪酸含有量に関するデータと、米国

民の食品摂取量の調査結果

（2003-2006 年）に基づき、トランス脂肪

酸の摂取量を推定。 

Allison DB.  

et al,, 1999 

USDA の食品成分データベースから推

計した食品中のトランス脂肪酸含有量

のデータと米国民（20 歳以上、11,258

人）を対象とした食事調査（1989-1991、

24 時間思い出し法、2 日間）に基づき、

トランス脂肪酸の摂取量を推定。 

カ
ナ
ダ 

Health 

Canada. 

2011 

食品中のトランス脂肪酸の含有量に関

するデータ（2007-2009 年）と摂取量に

関するデータ（24 時間思い出し法）に基

づき、トランス脂肪酸の摂取量を推定。 

欧
州 

EC, 2014 トランス脂肪酸の摂取量に関する 13 の

研究報告（全国調査、政府報告、地域

調査、マーケットバスケット調査等）に基

づき、欧州でのトランス脂肪酸の摂取水

準を、性別・年齢階層別に統計解析。 

Hulshof 

KFAM. et 
al., 1999 

トータルダイエットスタディ（マーケットバ

スケット方式、欧州 14 国）に基づき、国

ごとに各食品分類のトランス脂肪酸含

有量を推計。各国の食品摂取量を、食

糧供給調査、家庭消費調査、食事調査

（24 時間思い出し法）、食事記録（3 日

間、7 日間等）により推定。各国の各食

品分類のトランス脂肪酸含有量と食品

摂取量から、トランス脂肪酸の摂取量を

推定。 

英
国 

DH, 2011 英国民（1.5 歳以上、3,073 人）を対象と

した食事調査（2008-2011年、4日間）に

基づき、トランス脂肪酸の摂取量を推

定。（※食品中のトランス脂肪酸含有量

に関する特段の記述はなし。） 

中
国 

中国食品

安全リスク

評価センタ

ー, 2013b 

食品中のトランス脂肪酸含有量の調査

結果（主要5都市）とトランス脂肪酸を含

有する食品の摂取状況調査（北京・広

州、3 歳以上）に基づき、トランス脂肪酸

の摂取量を推定。 
 



                             (c) 農林水産省 

 

15 

 

8 ＭＯＥ(Margin of exposure) － 

9 調製・加工・調理による影響 ・マーガリン類やショートニングを製造する際に、液体油に

水素を添加して、不飽和脂肪酸の一部を飽和脂肪酸に

変化させ、固形化（硬化）させるとともに、酸化安定性を高

める。この水素添加の際、飽和脂肪酸のほかに、トランス

脂肪酸が生成する。 

・油脂を高温で加熱・精製する際にも微量のトランス脂肪

酸が生成する。ただし、植物油脂の調理時の加熱による

トランス脂肪酸の増加は無視できるほど微量。 
10 ハザードに汚染される可能性が

ある農作物/食品の生産実態 
 

  (1)農産物/食品の種類 ・天然由来のトランス脂肪酸を含む食品 

牛乳、乳製品、肉 

 

・油脂の加工由来のトランス脂肪酸を含む食品 

マーガリン、ショートニング、食用植物油脂、食用精製加

工油脂、マーガリン・ショートニング等を使用した加工食

品 

  (2)国内の生産実態 主な油脂類、牛乳及び乳製品の生産量（2015 年） 

食品分類 生産量 

（トン） 

食用加工油脂 714,007 

マーガリン 161,618 

ファットスプレッド 63,308 

ショートニング 249,887 

生乳 7,379,234 

バター 64,810 

クリーム 113,796 

チーズ 141,763 

（日本マーガリン工業会, 2017; 農林水産省, 2016） 

11 汚染防止・リスク低減方法 ・汚染防止方法 

水素添加油脂の代替油脂の使用。すでに水素添加に変

わる複数の硬化技術（エステル交換、分別など）が開発さ

れ、実用化。 

※トランス脂肪酸を含む油脂は物性に優れているとされる

ので、物性に優れた代替油脂等の開発が必要。 

 

・リスク低減方法 

バランスのよい食生活を送る。脂質の取りすぎに気をつ

け、動物、植物、魚由来の脂質をバランスよく摂取。 

 

（参考） 

Down らが、各国・各州が実施しているトランス脂肪酸に

関する規制の効果を検証。以下、4つの規制を検証した

結果、いずれの場合も、食品中に含まれるトランス脂肪

酸の濃度が減少したと評価。 

① トランス脂肪酸の表示義務 

② トランス脂肪酸の義務的な制限値の設定 
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③ トランス脂肪酸の表示義務と自主的な制限値の設定 

④ トランス脂肪酸の自主的な低減対策 

（Down S.M. et al., 2013） 

12 リスク管理を進める上で不足して

いるデータ等 

・多種類のトランス脂肪酸を効率的かつ精確に測定できる

分析法の確立。 

・トランス脂肪酸の種類ごとの健康影響評価。 

・代替油脂を導入することによる、食品の品質、風味、コス

トへの影響。 

・最新の食品中の含有実態。 

13 消費者の関心・認識 ・消費者の関心・認識は高い。マスコミ等でもしばしば取り

上げられている。 

14 その他 【農林水産省】 

・平成19年3月から「トランス脂肪酸に関する情報」をホー

ムページに掲載。 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/trans_fat/index.ht

ml 

 

【厚生労働省】 

・脂質に関しては、総脂質と飽和脂肪酸、多価不飽和脂肪

酸について目標量※1 や目安量※2 の基準を設定。トランス

脂肪酸について、目標量の基準は設定していない。（「日

本人の食事摂取基準」（2015 年版）を参照のこと。） 
※1 一定の栄養状態を維持するのに十分な摂取量 

※2 生活習慣病の予防のために現在の日本人が当面の目標とす

べき摂取量 

 

【食品安全委員会】 

・トランス脂肪酸のファクトシート 

http://www.fsc.go.jp/sonota/54kai-factsheets-trans.pdf 

・食品に含まれるトランス脂肪酸の食品健康影響評価に

ついて、平成 24年 3月 8日の第 422 回食品安全委員会

において評価書を確定。 

http://www.fsc.go.jp/sonota/trans_fat/trans_fat.html  

 

【消費者庁】 

・栄養成分表示に関する課題を整理し、栄養表示の義務

化に向けた検討を進めるため、「栄養成分表示検討会」

を2010年12月から開催。2011年8月に栄養表示の義務化

に向けて整理すべき課題をまとめた報告書を公表。トラン

ス脂肪酸に関係する報告は以下のとおり。 

① 脂質は、心疾患の発症率を高め、国民の約半数が

過剰摂取していることから、エネルギー、ナトリウム

に続き、3番目に優先的に表示すべき。 

② 飽和脂肪酸、トランス脂肪酸、コレステロールについ

ては、国内外の科学的根拠をもとに、表示すべきか

どうかを今後検討する必要がある。 

（消費者庁, 2011b） 

 

・食品表示の一元化に向けた法体系の在り方を検討する

http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/trans_fat/index.html
http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/trans_fat/index.html
http://www.fsc.go.jp/sonota/54kai-factsheets-trans.pdf
http://www.fsc.go.jp/sonota/trans_fat/trans_fat.html
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ため、「食品表示一元化検討会」を開催し、2012年8月に

報告書を公表。栄養表示の対象成分の検討に当たって

は、コーデックス委員会の栄養表示ガイドラインの他、各

国の義務表示の実態を踏まえつつ幅広く検討する必要

があると報告。 

（消費者庁, 2012） 

 

・平成25年6月21日、食品表示法が成立。 

・消費者委員会は、平成26年3月に食品ワーキング・グル

ープを設置し、トランス脂肪酸の表示を検討。平成27年5

月に議論がとりまとめられ、消費者委員会としてトランス

脂肪酸の動向を引き続き注視していくこととなった。 

（消費者委員会, 2015） 
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